られ ずに 眼 を 光らせて いなく ちゃなら な いんだ からね。 

昔の ように 自分の 趣味から 割り だした おしゃれの 服装 

をして いたん じ や、 魚が みな 逃げて しまう」 

と、 俗つ ぼい 服装の 弁 を 一く さり やった。 

そこで 僕 は、 彼が ちかごろ 取扱った 探偵 事件の なか 

で、 特に 面白い やつ を 話して 聞かせろ とねだった ので 

あるが、 帆 村 は あっさ リ 僕の 要求 を，" 一蹴した。 

「諜報 事件に 面白い のが あるが ね、 しかし 僕が どんな 

風に して それ を 曝いた かなんて こと を 公表しょう もの 

なら、 これから 捕えようと している 大切な 魚が みな 逃 

げて しまうよ」 



部から 毎日の > J とく 情報 や 指令が 来ます が、 その 通信 

は 秘密 方式の 無線電信であって、 もちろん 暗号 を 使つ 

ています。 ですから 普通の、 受信機で 受けよう として 

も、 秘密 方式 だから、 普通の 受信機で は 入らない。 そ 

の 上、 符号 は 暗号 だから、 たとえ コピ— が 見つかって 

ぼうぎょ 

も その 内容が 解けない。 こういう 風に 二重の 秘密 防禦 

を 試みて います。 お 解りです かな」 

帆 村 は 黙って 肯 いた。 そんな こと は 先刻 承知して 

いる。 

木 村 事務官 は 語 をつ いで、 

「これ は 秘密です から、 どうかお 間違いの ないように。 



ところで 問題 は、 その 暗号解読の 鍵なん です。 それが 

どうも 分らない」 首 を ひねり、 「送って くる 暗号文 は 六 

桁の 数字 式です。 つまり、 123456 といった ような 六 

桁の 数字が、 A とか B とかいう 文字 を 示して いるので 

す。 ところが その 六 桁の 数字 は、 そのままで はいくら 

解いて みても 分らない。 つま リ その 暗号 法で は 鍵と な 

る 別の 六 桁の 数字が あって、 それ を 加え あわせて ある。 

たとえば その 鍵の 数字が 330022 だった とすると、 暗 

号 文の どの 数字に もこれ が 加えて ある。 だから A が 

123456 であら わされる にしても、 123456 として 送つ 

て は 来ないで、 鍵の 数字 330022 を 加えた 結果、 すな 



わ ち 453478 として 送って くる。 だから この 453478 

のままで は、 途中で 誰かが 読んでも まるで 本当の 暗号 

123456 を 想起す る ことができない。 このように 暗号 

に は、 鍵の 数字と いう やつが 大切な のです が —— いや、 

お釈迦 さまに 説法の ようで 恐縮です が —— これが また 

厄介な ことに、 一ヶ月 ごとに ひよ いひよ いと 変る。 今 

月 330022 だった とすると、 来月の 一日から は 787878 

と いう 風に がらり と 変つ てし まう。 こうなる と 解読 係 

はま つ たく 泣かされて しまいます」 

といって 木 村 氏 は、 茶 をのんだ。 

料亭の 人 は 二人の 前に 茶菓 をお いたま ま 行って し 



木 村 氏が 手に していた 細長い 懐中電灯 様の もの は、 

紫外線 灯だった の だ。 帆 村が 感心して いると き、 ス 

イッチが 入った ものと 見えて、 裏板が ぱっと 青く 光つ 

た。 見れば、 それ は 文字の 形に なって いるで はない か 



〃②ハ 東京 巿 銀座 四 丁目 帝都 百貨店 洋酒 部ノ r ス 

コ ツチ. ゥ イス キ—」 ノ 広告 裏面。 赤キ 上衣 ヲ着 

タル 人物 ノ鼻ノ 頭に 星印 ァリ， 

おどろ 

と、 隱 くべき ことが 書いて あった。 



車馬賃 一 万円 也 

帆 村荘六 は、 木 村 事務官と 別れて、 いよいよ 活動に 

入った。 

ぺ ン 先の 看板の 裏に 書かれた 乂 = ロロロロロ 口の 口 

□ □□□□ こそ、 探す 暗号の 鍵の 数字であった。 しか 

しいかなる 数字で あるか、 はっきり 記さず Mnx? 

と 妙な 書き方 をして 逃げて ある。 そして これ を① とし 

て、 あと は②を 探せと いうよう な 書 きっぷ りであった 



実に 不思議な ぺ ン 先の 看板 だ。 

どうして 木 村 事務官が これ を 手に入れ たかに ついて 

帆 村 は 質問の 矢 を 放った が、 事務官 は その 説明 を 拒絶 

した。 そして こんな こと を 云った。 

「それ を 説明す ると、 私 どもの 役所が 使って いる 重要 

な 情報網の 秘密 を 洩らす ことになります から 勘弁して 

しんぴょう 

ください。 しかし これ は 十分 信憑すべき ものである 

こと を 断言し ます。 この □□□□□□ は、 来月の 暗号 

の 鍵 数字で ある こと 疑いない のです が、 肝腎の 数字が 

入って いません。 これ は 次の ② という 場所、 つま リ銀 

座の 帝都 百貨店 洋酒 部に ある スコッチ . ウイ スキ ー の 



を 発見して、 愕 きを かくし 切れなかった。 そこに 書い 

て ある 文字 は 上の ような ものであった。 

〔第一 図〕 

② 

8 



74S □□□□□□ 

□ □□2 



がら、 頭 を ひねる のであった。 

帝都 百貨店で 拾い集めた ②の 記載に よれば、 問題の 

六 桁 数字 は、 果然 不思議な 割り算の 形 をと つてい る。 

その 謎の 数字 を M 口で 割って、 その 商と して 始めの 一 

桁に 8 をた たせ、 これ を M 口に 掛けて ロロロ2 なる 数 

字 を 得て いるので ある。 

「これ は 実に 愕 くべき 暗号の 隠し 方で ある」 

と 帆 村 は 感嘆 久し ゆうして いる。 

一 ケ 所では 分らず、 第二、 第三と 場所 を 追って ゆか 

なければ、 暗号 数字 は 解けない ようになって いるの だ。 

しかも 求める 数字 は、 被除数の 形と なって いて、 智恵 



のない 人間に は、 到底 そのまま 分りそう もない ことに 

なって いる。 これで はいちい ち 口の 中に 隠されて いる 

数字 を 導き ださねば 求める 謎の 数字 は 結局 出て こない 

仕掛けに な つてい る。 

「これ は六ケ 敷い ことにな つた」 

と 思った が、 早く 考え出さなければ 間に あわない。 

ピンチ は 迫って いるの だ。 

「よお し、 考える だけ は 考えて おこう」 

帆 村 は、 うつしと つてき たノ ） ^を 熱心に 見つめた 

しばらく 見て いるう ちに、 彼 は 一 つの ヒント をつ かん 

だ。 



「なるほど、 やっぱり 考えて みる もの だな あ。 すこし 

ずつ 解ける じ やない か」 

かれは どういう 風に 考えた か。 

M 口に 8 を かけて、 その 答が ロロロ2 となる ので あ 

る。 こういう 風に 8 を かけて 一の 位に 2 が 出て くる 場 

合 は、 そう 沢山 ある わけで はない。 —— 彼はノ ー トへ、 

上の ような 符号 をつ けた。 

〔第二 図〕 
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A Be などの 英字 は、 まだいく つと も 分って いない 

数字で ある。 ィ ロハな ど は、 もう 7 とか 4 とか 確定し 

ている 数字で ある。 



だからい ま は A の 問題な ので ある。 さていろ いろ 

やって みると、 A は 二つの 答 をと る ことが 分った。 す 

なわち A = 4 と A = 9 の 一 一 つの 場合で ある。 

A = 4 なら、 gx8 となって、 答 は 5952 となる。 

また A = 9 なら 749 X 8 とな つ て 答え は 5992 となる。 

どっち も 一 の 位 は 2 である。 これが 第一 の 発見で ある。 

それに 元 気づいて、 なお も 考え をつ づけて みると、 

果然 不可解の 数字のう ち 二 つまで が 確定す る ことが 

分った ので、 帆 村 は 躍り だしたい ほどの 悦び を 感じた。 

ますがた 

それ はいずれの 桝 形の 中の 数字であろう か。 

結論 を 先にい うと、 H = 5、 1 = 9 と 決定す るので 



ある。 なぜならば 右に のべた A = 4 の 場合 は 5952 で 

ぁリ、 A = 9 の 場合 は 5992 であり、 この 二つ を 比べ 

てみ ると、 千の 位と 百の 位 は どっち も 同じ 59 である _ 

だから 当然 H = 5、 1 = 9 でなければ ならぬ。 

「なるほど、 これ は 面白い 答 だ」 

と、 帆 村 は 口のう ちに 叫んだ とき、 彼のの つた 円タ 

クは、 新 宿 追分の 舗道に 向って スピ ー ドを ゆるめ、 運 

転 手 は バック • ミラ— の 中から ふりかえ つ て、 

「旦那、 この辺で いいです か」 

とたず ねた。 

しま 

帆 村 は 大切な ノ — トを ポケットに 収 つて、 舗道の 上 



帆 村 はがつ かりした。 あっても よい はずの ジ ョナソ 

ン 氏の ポスタ ー が 見えない ので ある。 それが ないよう 

では、 折角の 探偵 事件が ここで 挫折す る。 それ は 全く 

困る。 彼 は 腕ぐ み をして 次なる 智恵を ひねくった。 

しばらく すると、 彼の 口辺に 急に 微笑が 現われた。 

彼 は 立ち あが つ て タオル 蒸しと 同居して いるよう な恰 

好の マダムの ところへ 歩いて いった。 

「ねえ、 マダム。 ジョナ ソンの ポスタ— が 来て いる だ 

ろう。 あれ を 出しな よ。 壁に かけと くと 立派 だぜ」 

r ジョナ ソンの ポスタ ー つて、 ああ あれ だ わ、 まだ 丸 

めた まま 置きつ 放しに なって いたわ。 これなん でしよ 



客室 内 は、 がらんと すいていた。 時間が 時間 だから、 

こんな 鈍行 列車の 二等に 乗る 客は少 かった。 彼はポ 

ケット を さぐって、 大切な ノ ） ^を そっと ひろげた。 

そこに はいつ の 間に 書いた のか、 ③と 符号 をう つた 

上の ような ノ ー ト がと つ てあつた。 

〔第三 図〕 
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④ハ 沼津巿 駅前、 菊屋 食堂 ノ 「ロンドン」 塔ノ 写真 ヲ 

焼付ケ テア ル鏡ノ 裏面。 塔ノ上 ヨリ 三 ッ目ノ 窓 二 星印 

ァリ 

これ は 例の 新 宿 追分 ハマ ダ撞 球場に しまって あった 

世界的 撞球 選手 ジョナ ソンの ポスタ ー の 裏に 紫外線 灯 



を さしつけて 素早く 読みと つた 文字の 写しであった。 

これによ ると 、割り算が 三 段と なって、 一段 殖えた。 

やっき 

帆 村 は 躍起と なって、 この 月足らずの 割り算に 注意 

を 向けた。 第 三段目に ロ9 口口 という 四 位の 数字が 殖 

えたが、 これによ つて、 謎の 枠の 中の 数字 を また 新し 

く 類推で きる にちがいないと 思 つ た。 

彼 はノ — トを 書きな おした。 

〔第 四 図〕 
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これにつ いてまず 分る の は D は J よりも 小さい とい 



うこと だ。 なぜなら、 前に わかった ように J は 5 か 9 

かで あるが その 下の ホに 9 という 数字が 出て いるから、 

ここへ 9 が 出る ために は、 どうしても 上の D の 方が 下 

の J より 小さくなくて は、 そういう ことに ならぬ。 

すると D は、 ー析 上の C から 1 を 下げて もらって J 

を 引く ことになる。 

すると 今度 は C が 零で あり 得ない ことになる。 もし 

C が 零なら、 D へ 1 を 送って 9 が 残る が、 その 下の I 

は 9 であるから、 919=0 となって K が 零に ならね 

ばなら ぬ。 しかるに K は 零で はない から 枠が 書いて あ 

る。 C は 零で あり 得ない ことが これで 分る。 



そうなる と B = 6 と 確定す る。 なぜならば、 B の 下 

の H は 5 で、 更に その 下に は 数字がない。 而も C は 零 

でな く、 たとえ 9 であっても D へ 1 を 取られて 8 を 残 

すから、 I すなわち 9 が 引ける ために は B は 6 の 外に 

取る ベ き 数字が な いので ある。 

またもう すこし 深く D を 研究す ると、 除数が 744 の 

ときには D = 4、 また 749 の ときには D = 8 となる。 

もっとも E が 2 より 小さい 1 か 零で あると もう 一 つ 

上の 数字になる が、 それ はまず 少ぃ 場合と いわな けれ 

ばなら ない —— 。 

そのほか のこと は、 まだ どうに も はっきり させよう 



量の 注文 だからであった。 

帆 村 は それ をき つかけ に、 ウェイトレスと 心 やすく 

な つ てし まった。 

「なんだ なんだ、 これ は 綺麗な 橋が ついている じ やな 

ヽ ゝ I 

レカ」 

と、 帆 村 は 壁のと ころに ちかよった。 

「ロンドン 塔の 写真よ。 昔 その 中で、 たくさんの 人が 

殺され たんです つて。 その 中には 王子 様 も 交って いた 

のよ」 

「へえ、 君 は 物し り だね、 そんな 恐ろしい ところと は 

見えない ほど 綺麗 だ。 なるほど」 



そのと き 内から 声が あって、 ウェイトレス を 呼んだ 

どうやら 料理が 上った ようで ある。 帆 村 は 苦 もな 

く、 ロンドン 塔 を 裏へ ひっくりかえして、 鏡の 裏面に 

紫外線 ペイントで 書いて ある 秘密 文字 を 拾う ことが で 

きた。 

それ をノ —„ ^へ うつしと つたと きに、 ウェイトレス 

が 湯気の たつ 卵焼き を 盆に のせて 搬ん できた。 帆 村 は 

なにく わぬ 顔 をして、 卓子のと ころへ 戻って きた。 

次から 次へ と搬 ばれて くる 大味な 料理 を どんどん 片 

づけながら、 帆 村 は 壁に 貼って ある 時間表へ しきりに 

目をやって いた。 



〔第五 図〕 
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⑤ハ 大阪市 新世界 「ァシ ベ」 劇場 内 二 掲出ノ 「ロビン 

フッド」 ノ ポスタ ー ノ 右下 隅。 星印 ァリ 

これで 見る と 答の 二桁 目が 出て いるが、 枠で 囲って 

あるから、 何の 数字 やら わからない。 四 段 目の 四 数字 

のうち ロ^: 口と 二字 だけ 分った の は、 有力なる 手懸リ 

だ。 

帆 村 はこれ を 整頓して、 いままで 分った 数字 を 入れ 

たり、 新しい 枠の なかに 記号 を いれたり した。 それ は 

別掲 のとお りだつた。 (第 六 図) 



〔第 六 図〕 
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帆 村 は、 しきりと 名答 を 考えつ づけた 



へトが 74 と 出て いるから、 ここへ 覘ぃ をつ けなけ 

れ ばなら ない。 答の 二桁 目 は X であるが、 除数の 74A 

に X を 掛けた ものが、 N74 でと なる ので ある。 

ところでへ すなわち 7 が ここに 出る ために は、 除数 

すなわち 74A の 74 に対して X が 決ま つ てく るで あろ 

うと 思われる。 

そこで X を 零から 9 までにと つて 調べて みると、 X 

の 値 は 次の 二つのう ち どっち かで ある。 x = 5? 

9? だ。 もっと 説明 すれば、 X が 5 なら、 除数の はじ 

めの 二桁 74 との 積 は 370 となり、 へに 7 が 出る。 ま 

た X が 9 なら、 積 は 666 となって 6 が 出る が、 これ は 



A XX の 項 を 加える と、 当然 666 が という 風に 7 

となる 害で ある。 

とにかく こうして、 X は 5 か 9 かの どっち かとい う 

見当に な つ た。 

そこで 更にす すんで、 除数 74A の A が 4 の 場合と 

9 の 場合と について 検討して みるのに、 次のようにな 

る。 

7M で x = 5 の ときには、 答 は 3720 となる。 これ 

は ロ^: 口に 合わない から、 仮定が 合わない。 

次に 同じく 744 で x = 9 として 答 を 求めて みると 

6696 となり、 これ も ロ^: 口の 形に 合わない から 駄目。 



こんど は A を 9 として、 749 に x = 5 を 仮定して か 

けて みると、 答 は 3745 であるから、 これ は ロ^: 口と 

一 致す る 

もう 一 つ、 同じく 749 に x = 9 を 仮定して かけて み 

ると、 これ も 6741 となって 一致す るので ある。 

すると 744 は 落第で、 749 が 合う ことになる。 

されば A = 9 と 決定 を 見た。 

X の 方 は 5 か 9 か、 まだ どっちと も 分らない。 

A が 9 とき まれば、 KIJ2 は 綺麗に 計算が できて、 

5992 となる。 H と I と は 前から 分って いたが、 これ 

を もつ て J = 9 と 定まる。 



あと は N が 3 か 6 か、 また P が 5 か 1 かとい うこと 

になる が、 それだけ のこと だ。 

ここまで 考えて、 帆 村 はやつ と 重い 荷 を 一 つ 下ろし 

たような 気がした。 早く 大阪 へつ いて この 鍵 を 解いて 

しまいたくて、 たまらない。 

救難 信号 

帆 村 は 列車のう ちに 一 夜 を 明かした。 その 翌朝の 六 



しもない。 通りかかった 女性に 聞く と、 まだ 三時 間 ほ 

ど 待って いなければ ならぬ そうであった。 彼 はやつ と 

落ち つ い て 顔 を 洗ったり 朝飯 をと る 時間 を 見出した。 

劇場が 切符 を うりだし たの を 見る と、 帆 村 はまつ さき 

に 館内へ 入った。 そして 待ちに 待った 第五 番目の ノ— 

トは、 うまく とれた。 それ は別掲 のよう な もので あつ 

た。 (第 七 図) 

〔第 七 図〕 
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⑥ 富山巿 公会堂 事務所 二 置 カレ タル 「ォ ルゴ— ル」 時 



計ノ 文字盤。 商標 ノト コ ロニ 星印 ァリ 

□ □4 口と、 第五 段め の 四桁 数字が 出て きた。 これ 

を 0R4S と 記号 を ふった。 

この辺で 大概 決つ てし まう であろうと 思つ て 調べ て 

みた 帆 村 は、 大きい 失望 を 経験し なければ ならな かつ 

た。 なんの 新しい 決定 もない のであった。 F = M で 

あつたよ うに、 G=s であるが、 さて それが 如何なる 

数字で あるか 分らぬ 限り、 なんにも ならない。 

「早く 富 山に 行って みなければ 駄目 だ」 

と 帆 村 は ァシべ 劇場の 休憩室で、 大きな 欠伸 を 一 つ 



うたう。 この 暑い のにお でんでも あるまい と は 思った 

が、 その 屈托 のな さそうな 三味線の 音が 帆 村の 心 を 

うったら しく、 彼 は そこへ 入って 酒 を 所望した。 

それから 後の こと は、 帆 村の 名誉の ために 記した く 

ない。 とにかく その 日の 夜 十 時に なって 彼 は 転げ こむ 

ように 大阪 駅に 入って いった。 

「富 山へ 行 くんだ。 一 つ 切符 を どうぞ」 

彼 はま だ 呂律の まわらぬ 舌で、 切符売場の 窓口に か 

ら みついた。 ひどく 飲みつ づけて いたらし い。 飛行機 

なんか、 もうと つくの 昔に 乗りお くれてし まっている- 

「おい 山 下 君。 ど、 どこかへ 逃げち やった よ」 



まぶた 

瞼 の 間にの こる その 山 下と かい つた 酒の 連 こそ 恐 

るべき 人物だった の だ。 生命に 別条の なかった の は 何 

よりだった。 帆 村 は 交番の 奥の間に 寝かされた。 

栗 山 刑事が、 帆 村に かわって 公会堂へ 行って くれた。 

そして 彼のた め 書きう つして きて くれたの は、 上の よ 

うな 割り算であった。 

〔第 八 図〕 
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(終) 

なお 「終」 という 字が 一字 書き こんで あると ころ を 

見る と 割り算の 宝 さがしの 旅 は、 この 富 山 を もって 

終った わけだった。 

割り算 を 見る と、 いよいよ 答 は 最後の 一桁まで 出た _ 

3 という 数字が たって いる。 そしてす つかり 割り切れ 

ている。 これで この 割り算 は 完結して いるの だ。 

帆 村 はう ずく 顳顬 をお さえつつ、 この ノ — トに見 

入った。 ここで 急速に 答 を 出さなければ ならない。 六 
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まず これ を 第 九 図の ように 整理した。 すぐ 目につく 

の は、 答の 一 の 桁に 現われた 3 と、 除数の 749 と を か 

ける と 2247 となる こと だ。 つまり TUVW は 2247 で 

ある。 うまく 割り切れ ている ところ を 見る と、 V は 4 

でなければ ならぬ が、 この 点 もちやん と 合う。 

従って 0R4S も 同じく 2247 となる。 

また G=s = 7 である。 

さて その 次 は どれが 決る か。 

「これ はお かしい」 



帆 村の 顔が 歪んだ。 

〔第 十 図〕 
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ここまで は 進んだ が (第 十 図) あと はどうもう 

うな 

まく 決らない。 帆 村 は 苦しそう に 呻りながら 寝返り を 

うった。 

「どうして 解けない のだろう か。 おれの 頭 はばかに 



なった のか」 

帆 村 は 拳 を かためる と、 自分の 頭 を ガンと なぐった _ 

「駄目 だ。 解けない」 

帆 村 は 算術 地獄に おちこん だと 思った。 さもな けれ 

ま ひ 

ば、 頭脳が 麻痺して しまったの だ。 ここまで 解きな が 

ら、 答が 出ない と は 何とした ことであろう。 はるばる 

しんぎん 

富 山まで 来て、 交番の 奥の間に 呻吟して いる 自分が 世 

界 中で 一 番 哀れな ものに 思われた。 どうに でも なれ！ 

そのうちに 酒が 身体に 廻って きた。 疲労の 果か 酒の 

せいか、 彼 はう とうとと 睡り はじめた。 



迷 ま 珲ナ i?.- 

ぱっと 目が さめた とき、 彼 は 急に 気分の よくな つて 

いる ことに 気が ついた。 

彼 は 再び ノ— トを とりあげた。 

ギ. | ょラし 

暫く ノ —卜の 表 を 凝視して いた 彼 は、 思わず、 

「うむ」 

と、 呻つ て 目 をみ は つ た。 

彼 は 畳の 上 を とんとんと 激しく 叩いた。 



鍵 は 解けない ともい える し、 解けた ともい えた。 な 

ぜ なら 予期した 六 桁の 数 は 遂に 分らない の だ。 分らな 

いように 出来て いるの だ。 なぜなら 答が 二つ も 出る の 

である。 

問題 は 答の 二桁 目の X だ。 これ は 5 か 9 かの どっち 

かとい うと ころまで 進んで いたが、 今と なって は、 5 

さしつ か 

でもよ ければ 9 でも 差支えない ことが 分った。 つま リ 

答 は 二 つ だ。 

X が 5 であれば、 求める 六 桁の 被除数 は 638897 と 

なる。 また X が 9 であれば、 668857 となる。 暗号の 

鍵の 数字に、 二つの 答が あってよ いもの か。 ぜひとも 



帆 村の 顔 は、 次第に 紅潮して きた。 

自宅に かえった 帆 村 は、 早速 各所に 連絡 をと つて 情 

報 を 集めた。 そして 遺憾ながら 彼が 欺され たこと を認 

めない わけに ゆか なくなった。 

すぐさま 龃 けつけ て くれた 専門家の 説明に よって、 

一切 は 明らかになった。 帆 村 を 欺した の は、 たしかに 

ちょうじゃ 

例の 秘密 団体の 諜者 たちで あつたの だ。 木 村と いい 

山 下と いい、 それ は 皆、 その 要員で ある ことが 分った _ 

最後に 残る 謎 は、 なぜ 帆 村 をこう して 四日 間 も 引 張 

り まわした かとい うこと だ。 

「それ は 分って いる じ やない か。 君の 事務所に 持って 
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